中学校　技術・家庭科　学習指導案　【幼児の成長と環境】
1． 本時のねらい
幼児の心身の発達の特徴と起こりやすい事故の関係から，幼児が育つ安全な環境づくりについて理解できる。
2． 本時の展開
	過程
	学習活動
	指導・援助
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	１,「家庭内事故にあった人の年齢別割合」グラフからわかることを発表する。　
・幼児に事故が多い。０～４歳で全体の約４０％も占めている。
２，「リスクの学習帖」の生活図で，幼児にとって危険だと思われる場所を考えシールを貼る。
・幼児は危険が察知できないので，ドアに手を挟んだり，棚にぶつかったりしてけがをする危険がある。

・大人では危険でない場所も，幼児にとっては危険な場所が多くある。

[image: image2.jpg]



３，幼児の場合，生活の中にどのような危険があるか（起こりやすい事故）,防ぐためにはどうしたらよいか（対策）を発達段階ごとに考え，付箋に記入する。
・１歳前後になると，何でも口に入れてしまうので, 誤飲の危険がある。床などに,小さなものを置かないようにする。
・歩き始めると,一人でいろいろな場所に行く。家具にぶつかる，物にひっかかって転ぶなど，危険が多い。けがをしない対策が必要だ。
　・４歳くらいになると，行動範囲が広がる。好奇心も旺盛なので，お風呂やベランダでのぞき込んで転落するなどの危険も考えられる。
４，付箋をB紙に貼りながら,幼児の発達段階から考えられる事故と対策を交流する。
・誤飲→幼児の手の届くところに
　物を置かない。
　・やけど→ストーブの周りに柵を
　　設置する。
　・ぶつかってけが→家具の角に

クッション材を付ける。
　・転落→手すりを高くする。浴槽
　　などにはふたをする。

　

５，消費生活センターの方から，幼児が事故にあわないように大人が行動することについての話を聞く。
　・幼児が誤飲しないように工夫されたクレヨンを見ると，握りやすく　　口に入れにくい太さになっている。万が一飲み込んでも空洞があり

　　息ができるようになっている。このような商品は，消費者が幼児の安全を考えて行動することによって開発された。事故情報を企業や消費生活センターに知らせ，その後の事故防止に努めることも大切にしたい。
６，本時の課題について、自分の考えをまとめる。


	・生活の中には，幼児の事故につながる要因が多くあることを感じることができるように、事例を紹介する。
（例：キックスケーターの事故）
　　　　　　　　　　　　　　　
・０～１歳,１～３歳,４～６歳の段階に分けて考える。各段階の幼児の写真を示し,各発達段階の特徴をふまえて考えることができるようにする。

○幼児の玩具や生活用品に危険の要因があった時に、消費者の一人として、事故情報や意見を伝えることが、より安全な環境を整えるとともに，よい商品へと改良されることにつながることを理解できるようにする。


【評価規準】


幼児の心身の発達の特徴と起こりやすい事故の関係から，幼児が育つ安全な環境づくりについて理解している。（知識・理解）

















　幼児は発達段階によって行動が異なっており，その行動の特徴を捉えて安全な環境を整えることが大切だ。誤飲，転落などの事故を防ぐために，物を置かない，行動の範囲を制限できるような柵を設置するなどの工夫が必要だ。玩具や生活用品についても，事故が起こらないような工夫を求めていくことも大切にしたい。





　　幼児が安全に生活するには，どんなことに気をつければよいか。








【班で】


・０～１歳，１～３歳，４～６歳の段階別に,「起こりやすい事故」「対策」の２つの視点について，付箋を用いて考えを交流しまとめる。


【全体で】


・付箋を貼ったB紙をもとに，各班の意見を交流する。
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